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Ｉ。『和 英 語 林 集 成 』初 版 の｢ 英 和 の 部｣ につ い て

飛　田　良　文

1．ヘボンの業績

米国の宣教師ヘボン(James Curtis Hepburn) が、福音を伝えるため、夫人とともに日本にや

ってきたのは、日米通商条約がむすばれた翌年、1859年（安政6 ）10月18日のことであった。

ヘボンは、1813年３月13日にペンシルバニア州ミルトンの法律家の家に生まれ、1831年、16歳

でプリンストン大学の３年に編入し、翌年の秋に卒業した。つづいて、ペンシルバニア大学で医

学を専攻し、1836年、21歳で医学博士となった。そして、医科大学時代に長老教会の会員になり、

外国伝道に志したのである。

1840年、クララ・Ｍ・リートと結婚、1841年から５ヵ年、中国の伝道につくしたが、夫人の病

気で帰国、1846年から13年間、ニューヨークで眼科医を開業していた。しかし、日米通商条約締

結の報に接すると、日本へ宣教師としてゆくことをみずから申しでて、1859年４月24日、サンチ

ョ・パンザ号でニューヨークを出帆、日本へむかったのである。

それから33年間、1892年（明治25) 10月22日に横浜を出帆して帰国するまで、ヘボンは日本の、

ために、医療事業、和英辞典の編集、聖書の翻訳、キリスト教教育、教会の建設などの多方面に

わたって力を注いだ。なかでも、日本最初の和英辞典の編集は、日本人と英語とのヽむすぴつきを

密接にして、日本の近代化に大きく貢献した。

ヘボンが神奈川に上陸したころの日本では、キリスト教はまだ禁止されており、幕府はヘボン

の住む成仏寺にスパイを送り、行動を監視し、家財道具いっさいを調べるという状況で、とても

宣教をおこなえる環境ではなかった。そこでヘボンは、将来、日本での宣教活動が自由になった

とき、宣教師の日本語学習を助け、また、聖書を日本語に翻訳するために、和英辞書をつくろう

と思いたち、日本語の研究にとりかかった。それは、完成までに約８年間をついやした大仕事で

あった。　７年目にあたる、1866年９月４日付けの書簡には。

日本語は西洋の諸国民にはまったく新しい言語でありましたし、われわれの手もとには、辞

書も文法書もなかったので、最初から自分ですっかり研究しなければならなかったのです。と

くにわたしは、このことに没頭しました。７年間、単語を収集し、それらを分類定義し、日本

語の文法上の原則や慣用句になれるように努めることのほか、ほとんど何もいたしませんでし

た。それは、きわめてのろい、骨の折れる方法でありました。けれども、それをやり通して。

はじめて辞書の形でこれを出版するにいたる曙光をみたのです（高谷道男編訳『ヘポン書簡集』
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岩波書店、1959年刊）。

と、当時の苦労が記されている。

1867年、この辞書は『和英語林集成』という書名で出版された。しかし、当時の日本では、活

版印刷ができなかったため、印刷は上海のPresbyterian Mission Pressに発注した。そのときヘ

ボンに同行したのが岸田吟香で、この辞書の書名は、彼がヘボンの依頼でくふうした「和英詞林

集成」をヘポンが一字修正してできたものである。

2。和英語林集成「英和の部」の性 格

『和英語林集成』は「和英の部」と「英和の部」からなっている。その「英和の部」は、初版 で

は「索引（ＡＮ ＩＮＤＥＸ； OR, JAPANESE EQUIVALENTS FOR THE MOST COMMON

ENGLISH ＷＯＲＤＳ．）」と記されており、同義語集と呼んでよいものである。しかし、再版 から

は第二部　 英和辞典（ＰＡＲＴ　SECOND. ENGLISH　AND　JAPANESE　DICTIONARY,

CONTAINING THE MOST IMPORTANT ENGLISH WORDS WITH NUMEROUS EXAM-

ＰＬＥＳ．）となったため、和英・英和辞典と見なされているが、その本質は「和英の部」にあったと

考えられる。しかし、「英和の部」の訳語（日本語）には、「和英の部」に見られない単語が多数

含 まれており、日本語研究、翻訳語研究、辞書史研究、文化史研究などには不可欠の文献 となっ

ている。そこで、初版の構成の中で、「英和の部」すなわち索引は、どのような目的で執筆され、

どのような位置をしめるものか、序文と、ヘポンの書簡から考察してみよう。

序文（ＰＲＥＦＡＣＥ）のうち、初版の構成と内容を述べているのは、第三段落、There are over

20,000 Japanese words defined in the dictionary.から始 まる。そして、最後の段落を除いた、誤

植について述べたところまでが「和英の部」と「索引（英和の部）」に共通する部分である。 この

部分を翻訳すると、およそ次のようになる。これは1867年５月上海でJ. C. Hepburn がその精魂を

こめて書き記したものである。

この辞書には、意味を明確に定義した２万余の日本語が収録されている。 この語数は、 も

しその複合語と死語をすべて含めたなら、かなり増えたにちがいない。 ここに採録した２万

余語は、そのほとんどが、私自身が読書の過程で集めたものと、日本人 とのつきあいの中で

耳にしたものとである。見出し語の大部分は漢語であり、主に書籍と書簡の中で用いられ、

その意味用法はきわめて狭い。大部分の日常語彙は、和語であれ漢語であれ、できるかぎり

用例によって説明するように努めた。その用例の一部は書籍から抜粋したものであるが、大

部分は日常会話から採取したものである。

ただ、私は日常用いられている語彙に限定したので、この辞書を見栄えのしない本にした

かもしれない。しかし私は、学習者の目に、すべてのことばを一定の順序に配列して提供す

ることを意図していた。そして、単語の意味をあますところなく記述してはいないかもしれ

,

1

…… ﾑ

．
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ないけれども、できるかぎりそうしようと努力した。

本41｝をより完全にするために、私は、仮名と漢字の表記を見出しに加えた。仮名遣いは日

本の最も権威あるものに従った。和語見出しに付けた漢字表記は、同義のものとして普通に

用いられているものである。

また、単語のそれぞれに品詞を付けることも試みた。これは和語については、さほど困難

ではなかったが、漢語については同一の語が名詞にも動詞にも形容詞にもなり、いろいろな

用法を示すので、たいていの場合、不可能であった。

同義語の採用もまた有用と認められるだろう。この部分は第二部、すなわち索引において

十分実現されている。

単語をローマ字化するにあたって苦労したのは、それぞれを最も教養ある日本人が発音し

ているとおりに発音を示すことであった。そして、正書法については、わずかな相違はあっ

ても、日本の言語学者によって一般に使用されているものに従った。

印刷は、多くの悪条件のもとに行われた。特に上海で入手できなかったアクセント記号の

ついた母音と大文字の不足は、不利な状況のもとで活字を製造しなければならない事態を生

んだ。これが統一性を欠き不揃いが見られる原因である。

あらゆる努力にもかかわらず、少なからず誤植がみられる。しかし、その大部分はささい

なものであり、少し注意すれば、読者は自分で誤植を修正できるだろう。そこで正誤表は作

成しなかった。(Preface)

ヘボンは、序の中で、このように『和英語林集成』全体を紹介している。

ここに刊行する『和英語林集成 初版 訳語総索引』の本編にあたる「英和の部」すなわち「索

引」の影印は、「和英の部」の同義語の補足として執筆されたことが明らかである。

3。「英和の部」の成立について

そこで、ヘボンの手紙の中から、辞書及び同義語に関する部分を引用してみよう。

日本についてのわたしの予想は決して明るくありません一 外国人が人民と接触すること

は禁じられており、キリスト教は、特に人間の邪悪なものとして排撃されねばならぬと考え

られています。人民にキリスト教を教えることは許されておりません。日本文や漢文で書か

れたキリスト教の書物は注意深く排除されております。現在、長崎には二人の監督教会の宣

教師がおりますが、いずれも邪魔されております。わたしは医者として静かに行き、その職

業をいとなみ、漸次、わたしの途をきり拓いてゆきましょう。

つ と め ま す 辞典 を編さんし

しばらくは語学の習得に

他の人々に有用な働 きをいたしましょう。

(1859年８月31日・高谷道男編訳『ヘボンの手紙』有隣堂42ぺ）

これは来日する直前、上海から弟へ送った手紙の一部である。ヘボンは、はじめから日本語辞
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書の編纂を志しており、当時の社会情勢がよく示されている。

次は神奈川に居をかまえて、同じく弟への手紙である。

日本語は中国語よりはるかにむずかしいと思います。発音するのに苦労 する一一つの音があ

る。ｄとｒとの中間の発音です。しかしわたしはできますがちょっと苦労し ます。 この二つ

はおたがいに変化します。ｒの音の方に近いようです。困難は語の構成にあ ります。ムード、

テンス、ケースなどに適する語の変化に存するのです。それから上流階級の使う言葉があり、

目上の者に話す流儀と目下の者に語りかける言葉づかいが異なっています。たとえば、「すわ

りなさい」という単純な言葉「かけ」がおえらがたには「おかけなさい ませ」 となる。日本

語には非常に多くの中国語が使われているが、しかし、それが日本化しています。 日本の書

物は和漢まじりの文体です。平俗な文学には日本語だけしか用いられていない。 わたしの知

っているわずかばかりの知識から判断して、日本語は中国語より遙 かにすぐれている。語数

が多いこと、非常に融通がきく、複合的な語が多い等々。もっと日本語を知った上で、詳細

に書き送りましょう。わたしは正規に日本語を研究しております。最初の シラブ ルの最初 の

語を説明し、順序正しくおくっていって四十七シラブルのうち十三シラブルまでできました。

こうして辞典の編さんをしております。　　 （1860年５月５日・同 『ヘ ボンの手紙』64 ぺ）

ここで注目されるのは、「上流階級の使う言葉があり、目上の者に話す流儀 と目下の者に語りか

ける言葉づかいが異なっています」と記していることである。日本語のローマ字化に苦労したの

は、このような士農工商による身分差を十分に理解し、武士階級の発音を示そうとし たからであ

る。そしてヽこの実際を示したものがS･R. Brown のColloquial Japanese の会話文であることは、

いうまでもない。

また「わたしは正規に日本語を研究しております」という記述で、47 シラブルのうち13 シラブ

ルまでヽ 編纂したと述べている。当時のことであるから「いろは順」であろうから「いろはにほ

’`とちりぬるをわ」まで出来たということであろうか。それから６年目。

辞典の編集は着々と進捗しています。それは大きい働きです。わたしを助 ける既刊 の参考

書もなくヽ 開拓的な仕事ですから。わたしの考えとしては立派な著作になると思います。 最

初 に日本語をlニフーフ字で書き、ついで、同じ意味を漢字で横書きにし ます。漢字 は日本では

中国とほとんど同じように用いられています。会話の一部一 定義は、意義 と用法を説明す

るために日常会話の文かまたは書物から引用して、最後に同義語を書きました。同義語はご

承知のように広範囲にわたるもので、かなり労力 と研究を要し ます。これを印刷に付するた

め、い ま最後の原稿を書き改めて、やっと終わりのつづりまで書きおえました。すなわちフ

ールス・キャップ判約600ページで、全体の半分以上書きおえたのです。いつ、どうして出版

するか、きまっていません。わたしは貧しくて、とても自費でそれを出版することはできな

いし、伝道教会も、それを企画しないでしょう。ここに出張している商人たちは、 みな破産

し そうな状態です。　　　　　　　　　　　(1865 年８月10日・同『ヘポンの手紙』92 ぺ）

‾乙 丶

亠

これは、横浜から弟への手紙で、辞典の記述内容が示されている。

日本語をローマ字で書き

同じ意味を漢字で横書きにし

定義 意義と用法を説明するために

日常会話の文かまたは書物から引用し

同義語を書く
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また、「終りOwari 」まで清書している。

序文(preface) にある同義語は、この時期に実行されていたのである。

索引「英和の部」（lndeｘ）についての記述は、1867年１月25日、上海からの書簡にある。

辞書は目下、一日６ページの割で印刷中です。誤植の多い校正刷りの訂正をするほかに、

最初計画していなかった「英和」の第二編を書き上げなければならないのです。第一編「和

英の部」の約250ページ分が印刷出版されました。「和英」の第一編は大体600ページで、第二

編「英和の部」は多分、250か300ページになります。６月１日までに全部を完成したい希望

です。　　　　　　　　(1867 年１月25日・高谷道男編訳『ヘポン書簡集』岩波書店178ぺ）

こうして、上海で書かれたlndeｘr 英和の部」を含めて、『和英語林集成』は完成した。その喜

びをヘポンは次のように記している。

数日前、上海を去る直前、君からたいへんよい手紙を受けとりました。が、それをどこか

においてし まったので、日付を忘れました。わたしはついにわが家に帰りました。辞書を完

成しました。お察しのとおり、自分の家に帰って来て本当にうれしく思っています。

ミッション本部の図書館のためにドクター・パッハーに託して拙著の辞書一部を本国に送り

届けます。 もし君がニューヨークにおられたら、それを見られるでしょう。ランドルフに手

紙を送ってアメリカ合衆国におけるわたしの代理店となってくれるようお願いしました。右

の辞書を多数、同氏に送る予定ですから、その一冊を君に贈呈するよう命じておきましょう。

どうかそれをわたしからの寄贈として受けとって下さい。それを一読されたからといって賢

くなるわけでもないでしょうが。わたしが天の父によって選び出され、こういう著作を完成

した最初の著者として名誉が与えられたことを君は喜んでくれると信じています。

(1867年５月25日・高谷道男編訳『ヘボンの手紙』有隣堂94ぺ）

また、続けて、どんなに本書の出版が歓迎されたかを、誇らしげに横浜から弟へ報告している。

当地のあらゆる階層の人々から、わたしの辞書がどんなに所望されているかを君にわから

せることはとてもできません。外国人はむろんのこと、むしろ日本人からとくに所望された

のです。わたしがこの地に上陸した時から、人々はわたしの所にきて、辞書を求めたのです。

今朝、一人の日本の役人が、遠い国に住んでいる大名のために30冊を買いに来ました。日本

人は少し も苦労せずに辞書を用いることができるのです。少しの時間で、わたしどものアル

ファペットをひろい読みできるからです。　　　　　　　　　　　　　　　（同上・96ぺ）
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4。「英和の部」の構成とローマ字表記

初版の索引「英和の部」は、英語見出しにその訳語（日本語）をローマ宇表記で示した簡単な

もので、単語又は語句の形がほとんどである。「和英の部」にみられるような解説や説明 はみられ

ない。

見出し語として示されている英単語の語数は総語数10,030 語で、その内訳は次の迦りである。

A　　489語

B　　426語

C　　782語

D　　514語

E　　378語

Ｆ
　

Ｇ
　

Ｈ
　

Ｉ
　

Ｊ

520語

307語

370語

551語

68語

Ｋ
　
Ｌ
　
Ｍ
　
Ｎ
　
Ｏ

45語

374語

464語

178語

275語

Ｐ
　

Ｑ
　

Ｒ
　

Ｓ
　

Ｔ

869語

49語

575語

1,292語

601語

Ｕ
　

Ｖ
　

Ｗ
　

Ｙ
　

Ｚ

334 語

198 語

344 肭

2jl語

3 語

｀ 丶 ．

合計10,030 語

また、ローマ字綴りは、Ａ TABLE OF THE JAPANESE KANA. ( いろは)及び、INTRODUC-

ＴＩＯＮ．に示されている五十音図である。次ページ参照。
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(1) A TABLE OF THE JAPANESE KANA. （いろは）
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儂

。
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ば
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ぷ

羽

£
　
カ
　

カ
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’

加

香

心
　

Ｊ
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～
　

♪

ｆ

Ｏ

ノ 丶

-
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ただし、現実の表記は、印刷の悪条件から不統一である。しかし、その不揃いの中に、幕末明

治初期の発音の実態が反映しており、これからの研究に、本書r和英語林集成 初版 訳語総索引』

が大きな力を発揮するであろう。
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『和英語林集成』初版｢ 英和の部｣ の訳語について

菊　地

１｢ 英和の部｣ の訳語の性格

|吾

本書でいう「訳語」は、欧米から入ってきた事物・概念を日本語で言い表わすための新造語に

限らず、西洋語に対応するすべての日本語、すなわち英和辞書の場合、英語の訳として使われた

単語もしくは句のすべてを指す。

現代の英和辞書においては、英語が特に新しい語である場合を除いて、どの辞書も同じような

訳語を採用している。それは、明治以降、さまざまの辞書が登場する中で、その原語に対する訳

語の取捨選択が重ねられ、一つの語形に定着してきたことによる。一つの訳語の定着のかげには、

多くの訳語の消長の歴史が隠されているのであるが、その歴史とは、辞書編集者が先行する辞書

の訳語をいかに選び、また改良して、取り入れていったかの歴史にほかならない。

ところが、幕末から明治期初頭にかけての英学勃興期の辞書編集者たちの場合には、頼りとす

べき先行の辞書自体が存在せず、万を超える数の英語一つ一つに訳語をあてていくという作業を、

無から始めなくてはならなかった。

森岡健二氏は、幕末期に相次いで発行された二つの英和辞典、『英和対訳袖珍辞書』（堀達之助

編、文久２年）と『和英語林集成』初版の「英和の部」とを比較して、「ともに新しい訳語を造語

していない点で共通しているが、その翻訳の態度は著しく異なっている」ことを、下表の例で示

している。（1）

袖　　 珍 ヘ ボ ン

citizen 素姓正 シキ都府ノ人、府中ノ住民 ヒト、チョウニン、ニンペツ

bank 金銀ヲ預り替 セヲ取組ム座 カネカシ

balcony 窓ノ前ノ張り出シ エン、エンガワ、カイロウ

森 岡氏 は、『袖珍辞 書』の翻訳法は「英語を新しい概念として捉え、旧来の日本語を用いて注釈

す る」 のに対し、初版「英和 の部」 の翻訳法は「英語を日本語の新しい概念とは捉えないで、英

語に対応 する日本語、つ まり英語の概念に近似する、 もし くは類似する日本語は何かを求めよう

とす る」 とい う違い を指摘している（2）。 いいかえれば、前者は「注釈法」、後者は「置き換え法」

を採 用してい る。

このような違いは、それぞれの辞書自体の性格の違いから派生しているようである。『袖珍辞書』


